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1 はじめに
我々は，日本語からいろいろの言語へ翻訳するパ

ターン変換型機械翻訳エンジン jawの開発を行って
おり，現在は中国語，シンハラ語 ，ベトナム語，ミャ

ンマー語および手話への機械翻訳を試みている．

本研究では，日本語における取り立て表現の翻訳処

理を jawに実装した．具体的には，先に言語学的立場
から分析していた日中言語間での取り立て表現に関

する翻訳規則 [1]を jawに組み込み，jaw/Chineseで
取り立て表現の翻訳が行えるようにした．

2 機械翻訳システム jaw
jawは VC++で記述されたパターン変換方式の機

械翻訳システムである．「入力文の木構造 (Input Tree・
IT)の作成」「翻訳規則の木構造 (Transfer Tree・TT)
への変換」「目的言語の表現構造木 (Expression Tree・
ET)の生成」「ETの各オブジェクトの線状化 (目的言
語文の生成)」の４つの処理で目的言語への翻訳を行
う．図 1に jawの基本的な処理の流れを示す．

 

 

 

 

 

図 1: jawの処理の流れ

3 日中言語間における取り立て表現
の対応関係

3.1 取り立て詞について

取り立て詞とは「文中のさまざまな要素を取り立

て，これとこれに対する他者との関係を示す」作用を

持つ助詞である．以下に例を示す．

(1).先生も今日のパーティーに出席した．

(2).戦争中，16歳の子供も徴兵された．
(3).ご飯さえ食べられれば満足だ．
(4).誰も私の話を聞いてくれない．(1)は，「先生」

以外の人もパーティーに出席したことの暗示，(2)は，
意外の意味，(3)は，最低限の十分条件，(4)は，全面
的な否定，を表している．そして，「も」は，(1),(2),(4)
のように複数の意味用法を持つ．

3.2 取り立て表現の対応関係

取り立て表現の翻訳規則については [1]で分析した．
表 1に「さえ，も，でも」についての意味分類の一部
を，表 2に訳語選択規則の一部を，表 3に語順規則の
一部を示す．

表 3: 取り立て詞の訳語の語順処理規則 (一部)
訳語 T’ 語順処理規則

『 』：X’ が主語であればその直前．
その他ならば，「 ＋ X’」を主語の直後．
『都』：状語/謂語の直前．

甚至 状語/謂語の直前．
既…又 『既』：X1’ の直前，『又』：X2’ の直前
也 主語があればその直後に，

なければ状語/謂語の直前に置く．
都 X’ が賓語以外ならば，X’ の直後．

X’ が賓語ならば，「X’ ＋都」を謂語の直前．
即使…也 『即使』：X’ の直前．

『也』：状語/謂語の直前．

4 取り立て表現の翻訳処理
4.1 jawでの機能語の翻訳処理

jawでは機能語に関する翻訳規則は，日本語の表現
パターン (命題的内容)に対する翻訳規則の実行によっ
て作成される ET(目的言語の表現構造木 (C++のオ
ブジェクト))に対して，必要な情報を追記する形の規
則となっている．

規則の記述は，機能語に対してそれを目的言語で表

現するために必要となる言語表現上の情報をフィール

ドとするテーブル上に記述する．テーブルは一対一で

一意的に翻訳できる場合と一対多で訳し分けが必要

となる場合に分けている．一対多の場合は，ETから
必要となるメンバーの値を参照することで訳し分け

を行うが，その条件記述もテーブル上で行っている．



表 1: 取り立て詞の意味分類 (一部)
取り立て詞 意味分類 中訳語 例文

さえ 意外の意味 自分の名前さえ書けない．
甚至 太郎は授業中に寝てさえいた．

も 列挙 既…又 彼女は親切でもあり，裕福でもある．
他者に対する肯定 也 私も東京へ行く．

でも 全面的な肯定 都 どこでも行ける．
Xでも結果は変わらないという譲歩の意味 即使…也 先生でもこの問題は解けない．

表 2: 取り立て詞の訳語選択規則 (一部)
取り立て詞 日本語パターン Xの属性 Pの属性 Xの中訳語の属性 訳語

さえ Xさえ P 仮定形以外 主語/賓語/状語/補語
謂語 甚至

も X1でもあり X2でもある 形容動詞 謂語 既…又
名詞 也

でも Xでも P 疑問詞 肯定 都
名詞 確言/完了 即使…也

上記のように記述された規則を用いた翻訳処理の

流れを以下に示す．

1．一対一対応の訳語選択規則テーブルを参照し，訳

語を決定する．

2．複数の訳語候補が存在する場合は，一対多対応の

テーブルを参照し，様々な条件の中からETの情
報にマッチする条件を見つけ，訳語を決定する．

用言後接機能語に関しては，この処理は既に実装さ

れ翻訳実験も行ってきたが，取り立て詞 (体言その他
に後接する)に関しては未実装であった．

4.2 取り立て表現の翻訳処理の実装

上述した用言の場合と同様の方法で表 2，3の規則
を組み込み，取り立て詞に対する翻訳処理を実装した．

ここで，取り立て詞『も』を含む「私も東京へ行

きたい．」という文に対する翻訳処理の例を図 2に示
す．ここでは取り立て詞『も』と用言後接機能語『た

い』に対する翻訳処理が行われている．以下で詳しい

処理の流れを説明する．

(1) 一対一対応の訳語選択規則から用言後接機能語

『たい』に関する規則を参照する．『たい』に対する中

訳語は一意に決まるため，助動詞を格納するメンバ変

数 (m aux verb)へ訳語「想」をセットする．

(2) (1)の用言の場合と同様に，取り立て詞『も』に
ついても一対一対応の訳語選択規則を参照しにいく

が，『も』は複数の訳語候補を持つ取り立て詞である

ため，ここでは訳語を決定することができない．この

ような場合は，次に参照すべき一対多対応の訳語選択

規則テーブル名 (図では『も』に関する規則テーブル
名”SP mo”)が記述されているため，次にそのテーブ
ルを参照する．

(3) 訳し分けに必要な様々な条件について ETの情
報と照合を行う．照合はテーブルの先頭から行い，同

じ”ID”を持つ全てのレコードの条件を満たしたとき，
そこに記述された訳語を選択する．この処理について

以下で更に詳しく説明する．(ここで，『も』に取り立
てられている要素を Tと表すことにする．この例で
は T=「私」となる．)

• ID=13の条件についての照合

Sub ID=1では，Tが主語にあたるかを判定．結果
は真であるため，次に Sub ID=2でTの品詞カテゴリ
が数量 (m category=60)かを判定．Tの品詞は名詞
(m category=1)であるため結果は偽となり，ID=13
の条件については成り立たない．

• ID=14の条件についての照合

Sub ID=1でTが主語にあたるかを，Sub ID=2で
T の品詞カテゴリが名詞かを判定．どちらも真であ
るため，ID=14の条件を満たし，ここに記述された
訳語「也」が取り立て詞『も』の訳語として選択され

る．この場合「也」は語順規則により，主語の直後に

置く，となっているため主語の直後に訳語を線状化す

るメンバ変数 (m postSubj)へ「也」をセットする．
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図 2: 機能語に対する翻訳処理の例

4.3 翻訳実験と考察

4.2節で実装した翻訳処理が，取り立て詞の翻訳に
対して有効であるかどうかを検証するため，取り立

て詞の意味分類 (表 1)に用いた例文 (14文)を対象と
して翻訳実験を行った．その翻訳結果の一部を表 4に
示す．また，この翻訳結果に対して，(評価 1)：訳文
として正解かどうか (全文比較)，(評価 2)：取り立て
詞の翻訳に着目し，その訳語・語順が合っているかど

うか，の 2点について著者のうちの中国語母語話者が
評価した．

評価 1 (jaw) 　

全文比較に対する評価の内訳を表 5に示す．

表 5: 評価 1 (jaw)
翻訳結果の内訳 該当数

○ ＜正解＞ 13

× ＜一部誤り＞ 1

『×』となった文 (ID=4)は，「家から駅まで…」と
いう場所の始点・終点に関する語順が誤っていた．こ

れについては，今後語順について検討を進めれば解決

できると考えられる．

また，ID=1，7…などの機能語「られる」を含む文
については，可能・受身などの曖昧さの処理について

jawではまだ完全に実装しているわけではないが，こ
こではデフォルトの訳「能」を出力して正解と評価し

ている．

評価 2 (jaw) 　

取り立て詞の翻訳に対する評価の内訳を表 6に示す．

表 6: 評価 2 (jaw)
翻訳結果の内訳 該当数

○ ＜正解＞ 14

× ＜不正解＞ 0

14文全ての場合で取り立て詞に対する訳語・語順
が正解となっており，取り立て表現に対する翻訳処理

はうまく機能したと考える．

次に市販の日中機械翻訳ソフトでも同じ 14例文に
対して翻訳を行い，上記と同様に評価 1，2を行った．
この翻訳結果を表 4に，評価の内訳を表 7，8に示す．
　

　



表 4: 例文に対する翻訳結果 (一部)
ID 例文 翻訳結果（上段：jaw，下段：市販のソフト） 評価 1 評価 2

1 自分の名前さえ書けない． ○ ○
× ×

2 私は金も暇もない． ○ ○
× ×

3 五人も遅刻した． ○ ○
× ×

4 家から駅まで三時間もかかる． × ○
× ×

5 千円もあれば足りる． ○ ○
× ○

6 何人も遅刻した． ○ ○
○ ○

7 誰もが信じられる． ○ ○
○ ○

8 誰も信じられない． ○ ○
○ ○

9 私も東京へ行く． ○ ○
○ ○

10 どこでも行ける． ○ ○
× ○

11 どんな人でもできない． ○ ○
× ×

12 先生でもこの問題を解けない． ○ ○
× ×

評価 1 (市販ソフト) 　

表 7: 評価 1 (市販ソフト)
翻訳結果の内訳 該当数

○ ＜正解＞ 5

× ＜一部誤り＞ 9

『～た』のような「時制」を表す訳語がなかったり，

適切な訳語が選択されていないものがあった．また，

中国語の語順としては本来 SVOの形をとるべきであ
るが，ID=4の文については SOVの形になっており，
中国語の訳文としては不適切である．

ここで，jawとの比較の意味で機能語「られる」を
含む文に着目すると，全て同じ訳語「能」が出力され

ていた．

評価 2 (市販ソフト) 　

表 8: 評価 2 (市販ソフト)
翻訳結果の内訳 該当数

○ ＜正解＞ 8

× ＜不正解＞ 6

取り立て詞の訳語が出ていないものも何文かあった

が，訳語が出ていても適切なものが選択されていない

ものが多かった．例えば，「意外性の意味」を表す訳

語とるべき文が「他者への肯定」を表す訳語をとって

しまったり，「提案か例示」が「他者への肯定」になっ

ていたりした．これでは，本来の文の意味を損なって

しまい，取り立て詞の翻訳に関しては不適切である．

5 おわりに
本稿では，取り立て表現に関する翻訳処理を jawへ

実装したことについて述べた．実装実験には，中国語

を目的言語とした jaw/Chineseを用い，日中機械翻
訳における日本語の取り立て表現と中訳語との対応

を規則化したデータを組み込んだ．例文に対して翻訳

を行ったところ，取り立て詞に対する翻訳は正しく行

われており，取り立て表現の翻訳方式についての手が

かりを得ることができた．また，市販のソフトとの比

較も行ったが，市販のソフトでは取り立て詞の翻訳に

関しては誤りが多かった．

今後は，更に多くの例文に対して翻訳を行い，取り

立て詞に対する規則や翻訳処理の追加を行う予定で

ある．
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